
  

 

      

事 業 報 告 

「開港 150 周年アフリカ学生交流ホームステイプロジェクト」 

2009 年 7 月 7 日（火）～12 日（日） 

 ～ 20 か国 28 人のアフリカの高校生が横浜を訪問 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月７日から 12 日まで、「開港 150 周年アフリカ学生交流ホームステイプロジェクト」を実施しまし

た。アフリカ 20 か国から 28 人の高校生が横浜を訪問し、市民の家庭でのホームステイや小学校・

高等学校での児童・生徒との交流、市内視察などを行いました。 

これは、昨年 5 月に横浜で開催された第 4 回アフリカ開発会議を契機に築かれたアフリカ諸国と

の絆をさらに深め、横浜の子どもたちがアフリカの高校生と語り合う機会を持つことで次世代の国際

社会を担う人材として成長するきっかけづくりにすることを目的としたものです。 

当事業の実施にあたり、ホストファミリーや通訳ボランティアなど、幅広い世代の市民の皆様にご

協力をいただきました。ありがとうございました。 

  ～たとえばこんなアフリカの高校生が参加しました～   

地域の選抜試験に合格し横浜行きが決定。 

故郷の村からバスで半日かけ空港に到着。その後ヨハネスブルク、香港と乗継ぎはるばる来日。

勉強熱心で、今回交流を楽しんだホームステイ先でも午前３時に起きて勉強していたとのこと。 

  ～あるホストファミリーと高校生の交流の様子です～   

スーパーで一緒に買物をし、天ぷらや回転寿司を体験。最終日のお別れパーティーでは盆踊りを

一緒に楽しむ。名残を惜しんだホストファミリーは高校生が帰国する際に成田空港まで見送りに。 

  ～たとえば訪問小学校ではこんな交流・体験をしました～   

  母国の状況や民族衣装を小学生に説明。日本の伝統的な遊びや浴衣の着付けを体験。 

■主催・後援 

  主催：横浜市 後援：ADC（在京アフリカ外交団）、外務省、JICA（独立行政法人国際協力機構） 

■全体日程  

月日 行        程 

7/7（火） ○横浜到着、オリエンテーション（JICA 横浜） 

7/8（水） ○市内視察（開国博 Y150 会場） 

○市長表敬訪問（横浜市庁舎２階） 

○ホストファミリー対面式（日産スタジアム）     ＜市民の家庭にホームステイ＞ 

7/9（木） ○一校一国小学校訪問・交流※詳細下記のとおり 

○横浜市立横浜商業高校訪問・交流         ＜市民の家庭にホームステイ＞ 

7/10（金） ○横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校訪問・交流 

○市内視察（日産自動車横浜工場又は三溪園、横浜ランドマークタワー、横浜港） 

○ITTO「世界の子どもたちのための熱帯林に関する環境教育会議」参加（パシフィコ横

浜会議センター） 

7/11（土） ○グループディスカッション・振り返り 

○フェアウェルパーティー（アフリカ高校生による発表、文化交流プログラム：JICA 横浜）

7/12（日） ○帰国 

 



 

■参加国及び訪問した市立小学校 

国名 小学校 国名 小学校 国名 小学校 

エジプト 桜岡小 コンゴ民主共和国 桜井小 マダガスカル 宮谷小 

エチオピア 西寺尾小 ジブチ 平安小 マラウイ 間門小 

ガーナ 鶴ケ峯小 ジンバブエ 菊名小 モザンビーク 伊勢山小

ガボン 港北小 セネガル 南吉田小 モロッコ 倉田小 

カメルーン 並木第一小 タンザニア 新石川小 ルワンダ 大門小 

ケニア 入船小 チュニジア 洋光台第二小 レソト 境木小 

コートジボワール 東俣野小 ボツワナ 茅ヶ崎小  

 

 

 

 
ﾓﾛｯｺ（女性１） ﾁｭﾆｼﾞｱ（女性１）  

 

ｴｼﾞﾌﾟﾄ（男性１）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｾﾈｶﾞﾙ（男性１） 

ｶﾞｰﾅ（男性１） 

ｶﾞﾎﾞﾝ（男性１） 

ｶﾒﾙｰﾝ（男性１、女性１） 

ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ（女性１） 

ｼﾞﾌﾞﾁ（男性１、女性１） 

ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ（男性１、女性１） 

ﾀﾝｻﾞﾆｱ（女性１） 

ﾚｿﾄ（男性１、女性１） 

ﾎﾞﾂﾜﾅ（男性１） 
ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ（男性１、女性１） 

ｴﾁｵﾋﾟｱ（男性２） 
ﾙﾜﾝﾀﾞ（女性 2） 

ｹﾆｱ（男性１、女性１） 
ｺﾝｺﾞ民主共和国（女性１） 

ﾏﾗｳｨ（男性１） 

ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ（男性１） 


